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『168 名の皆さん ご卒業おめでとうございます！』  

皆さんは、３年前の春、それぞれが期待と不安を胸に抱きながら、本校に入学しました。新型コ

ロナウイルスの感染拡大により、入学式が実施できず、臨時休校などもあり、さまざまな制限があ

る生活が続きました。その中でも、皆さんは、『夢を創造する農業・家庭のプロフェッショナル』を

目指して、日々の授業を大切にするとともに、農業クラブや生徒会活動、部活動、プロジェクト活

動、資格取得、コンテストへのチャレンジなど、何事にもひたむきに、懸命に取り組んでくれまし

た。農業高校で 3 年間学んできたことに自信と誇りを持ってください。  

四月からの新しい門出に際して、四つの季節、「春、夏、秋、冬」の「四つの心」を贈り、はなむ

けの言葉とします。  

「春の心」：「人と接する時には、優しく、穏やかな春の心。」  

「夏の心」：「新しい物事に挑戦する時には、燃える夏の心」  

「秋の心」：「人の話を聞く時、物事を考える時には、澄み切った素直な秋の心」  

「冬の心」：「自分の行動を見つめ、自分自身を振り返る時には、厳しい冬の心」  

人は、心の持ち方によって、行動や物事の考え方、人との接し方は変わってきます。日頃から四

季を身近に感じる分野を学んできた皆さんですから、「四つの心」は理解できるかと思います。優

しく、強く、素直で、そして、厳しい心を持って、これからの人生を切り拓いていってください。

ご卒業おめでとうございます！ 〔学校長式辞より、一部抜粋〕  

 

～中略～  

先輩方が農業高校に残してくださったものは、とても大きく、常に私たちを支え続けてくれて

います。  

来年度、私たち二年生は最高学年になります。先輩方が卒業後に来られた際、農高を卒業して

よかったと思っていただけるような学校をつくります。様々な道に進まれる先輩方、苦しみ悩む

ようなことがあったときは、ここで過ごした日々を思い出してください。きっと、前に進む力に

なると思います。  

最後に卒業生の皆様のご健康とご活躍を祈り送辞とさせていただきます。  

在校生代表 送辞〔一部抜粋〕  

厳しい寒さの中にも温かさを感じ始めるこの頃、本日卒業さ

れる先輩方、本当におめでとうございます。  

今年度は、コロナの状況が変わり体育祭や農高祭が合同で開

催され先輩方の作品を見ることができ、大変嬉しく思いまし

た。たゆまぬ努力と満ち溢れる自信の結晶は、私たち在校生の

学習意欲に大きく影響を与えてくださりました。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業生代表 送辞〔一部抜粋〕  

肌を刺すような冷たい外気が和らぎ、吹く風にも春のおとずれを感じるようになりました。  

本日は、私たち卒業生のために晴れやかな卒業式を挙行していただき心より感謝申しあげます。

また、先生方をはじめ、ご来賓、保護者の皆様にご臨席をいただく中で卒業できることを卒業生一

同を代表し熱く御礼申し上げます。  

私たちは、新型コロナウイルスの影響で入学式を行うこともなく、自宅学習となりようやく６月

に登校初日を迎えました。しかし、初めて会うクラスメイトは毎日半分ずつの登校で間隔をあけた

席になっていたため、この先の高校生活は不安でいっぱいでした。また、一学期は密を避けるため

実習を行うことができず我慢する日々が続きました。しかし今では、先生方の努力によって実習を

行うことができ、クラスメイトとの会話も増え楽しい高校生活が送れるようになりました。  

私たちは、実習によって技術だけではなく仲間と協力することの大切さや周りを見て動く力、意

見を出し合う自主性など、社会で活かせる重要なことを学び、勉強面だけではなく精神面で大きく

成長することができました。普通高校では学ぶことができない専門的な学びを高校生活のうちにで

きたことは、進学先や就職先で、私たちの強みになると思います。このような、指導をしてくださ

った先生方、本当にありがとうございました。  

～中略～  

私たちは将来、コロナ第一世代と呼ばれるかもしれません。また、いつ登校ができなくなるかわ

からない中で、どのような日々を送っていくか、時間の大切さを知りました。  

私たちは、当たり前と思っていた様々な事柄の価値を知ること

ができました。今この瞬間を大切にして生きていこうと思いま

す。四月から始まる新たな道での、お互いの活躍を祈って笑顔

で卒業しましょう。  

最後となりましたが、この三年間でお世話になった方々に心

からの感謝を示すとともに農業高校のさらなる発展と皆様の

ご健康をお祈りして答辞とさせていただきます。  

 
担任の先生よりはなむけの言葉  


